
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

宇都宮 90：東武ホテルグランデ 

小山中央：思水荘 

真岡西：フォーシーズン静風 

宇 都 宮：東武ホテルグランデ 

宇都宮東：ホテルニューイタヤ 

小 山 南：小山グランドホテル 

益  子：益子カントリー 

下野上三川：石橋商工会館 

小 山 北：和風ダイニング彩華  

宇都宮西：東武ホテルグランデ 

宇都宮北：ベルビィ宇都宮 

小  山：小山グランドホテル 

小山東：小山グランドホテル 

会長：栁田 尚宏 幹事：坂本 光 会報委員：平石典嗣 中島弘司 市村滋郎 相場一宏 

事務局：〒321-4305栃木県真岡市荒町 1203（真岡商工会館内）TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510 

URL：http://rc-moka.jp/ E-mail：rc-moka@sweet.ocn.ne.jp      会報担当：平石典嗣 

ＭＡＫＥ ＵＰ 会場案内 

ROTARY CLUB OF MOKA 

Ｗｅｅｋｌｙ Ｒｅｐｏｒｔ 

真岡ロータリークラブ 栁田尚宏 会長メッセージ「原点回帰！」 

２０２５～２０２６年度 国際ロータリー第２５５０地区 真岡ロータリークラブ 

２０２５．８．７ 

№３１４１ 

■本日のプログラム ガバナー公式訪問 

■司会        SAA 安田 政昭 君 

■点鐘                  会長 栁田 尚宏 君 

■ロータリーソング                  奉仕の理想 

■ビジター 

  国際ロータリー第２５５０地区 

２０２５－２６年度 ガバナー 二十二 修  様 

２０２４－２７年度 地区幹事 田村 吉幸  様 

２０２５－２６年度 地区会計長 仲田 陽介  様 

第４グループガバナー補佐  篠崎 宏司   様 

ガバナー補佐事務局長   山本 郁夫   様 

■ゲスト 

米山奨学生 ライ・ヨウティン さん 

 

■会長挨拶      会長 栁田 尚宏 君 

皆さん、こんにちは。本日も例会

にご出席いただき、ありがとうござい

ます。早速ですが、本日のお客様を

ご紹介いたします。国際ロータリー

第 2550地区宇都宮北 RC所属の二

十二修様、地区区会計長の仲田陽

介様、地区幹事田村吉幸様、第 4グ

ループガバナー補佐の篠崎宏司様、同じくガバナー補佐

事務局長の山本郁夫様、ご来訪ありがとうございます。ま

た、米山奨学生のライ・ヨウティン君、ようこそお越しくださ

いました。11 時より、会長・幹事懇談会でニ十ニガバナー

から様々なお話をいただきました。その中で、これからのロ

ータリーを支えていくためには、若い会員の意見を取り入

れていくことが重要であるとおっしゃっていました。このこと

から、会員全員が率先してやる気を持ち、今後のロータリ

ーについて考えていただければと思いますので、皆さん

にも色々な意見を出していただけたらと思います。今月は、

会員増強・新クラブ結成推進月間となっております。そこ

で、今日のニュースで昨年の出生者数が 69 万人となり、

昨年までの 70 万人を下回ってしまったことが報じられまし

た。今更ですが、少子化の流れを止めることができない状

況となっています。また、外国人の出生者数が 35 万人増

加しており、これからの日本は、仕事の面でも外国人に頼

らざるを得ない時期が来るのではないかと思います。今後

のロータリーを守っていくためにも、真岡 RC として女性会

員の入会を前向きに考えていく必要がある時期に差し掛

かっていると感じています。皆さんには、これからの真岡

RC の会員増強に心掛けていただければと思います。今

日は、二十二ガバナーのもと、しっかりと学びましょう。本

日は、よろしくお願いいたします。 

■米山奨学金授与  米山奨学生 ライ・ヨウティン さん 
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■本日のスマイルボックス      藤村 三夫君 

二十二 修様、田村 吉幸様、仲田 陽介様、篠崎 宏司

様、山本 郁夫様より善意の寄付を頂戴いたしました 

 

栁田 尚宏君 本日はガバナー公式訪問となります。 

国際ロータリー第２５５０地区、宇都宮

北ロータリークラブ所属二十二修  

様、地区幹事田村吉幸様、地区会計

長仲田陽介様、第４グループガバナ

ー補佐篠崎宏司様、ガバナー補佐事

務局長山本郁夫様、ご来訪ありがとう

ございます。また米山奨学生 ライ・ヨ

ウティン君ようこそ。 

坂本 光 君 二十二ガバナー、篠崎ガバナー補佐、

随行の皆さま、足元の悪い処、ご来訪あ

りがとうございます。まず２０２５～２６年

度も一ヶ月が経過しました。楽しく明る  

い活動が出来ていると感じます。本日は

ご指導の程よろしくお願いします。 

渡邉 佳寛君 二十二ガバナー、田村地区幹事、仲田

会計長、篠崎ガバナー補佐、山本事務

局長、ご来訪誠にありがとうございます。

勉強させていただきます。 

石田 順一君 大変お暑い中、二十二ガバナー、田村

地区幹事、仲田会計長、篠崎ガバナー

補佐の皆様のご来訪お待ちしておりま

した。ようこそ真岡クラブに。本日は有意

義な公式訪問となりますよう楽しみにし

ております。二十二ガバナーにおかれ

ましては、あと１１ヶ月の任期がありま

す。健康に留意されましてご活躍を祈

念いたします。 

広瀬 紀夫君 第２５５０地区ガバナー二十二修様、 

公式訪問ありがとうございます。 

齊藤 敏彦君 ガバナー二十二修様、地区幹事田村

様、地区会計長仲田様、ガバナー補

佐篠崎様、事務局長山本様、ようこそ

いらっしゃいました。勉強させていただ

きます。 

中川 宏行君 二十二ガバナー、ご来訪ありがとうござ

います。本日はご指導宜しくお願い致し

ます。 

■卓話者紹介  第４グループガバナー補佐篠崎宏司様 

ガバナーの二十二様のご紹

介をさせていただきます。ガバ

ナー様におかれましては、長

年にわたり青少年の奉仕活動

にずっと邁進されてこられまし

た。宇都宮大学の工学部にご在籍されまして、それから現

在は保険関係の仕事をされています。所属は宇都宮北ロ

ータリークラブです。よろしくお願い致します。 

 

■ガバナー・アドレス ガバナー 二十二 修  様 

 それでは、改めまして、皆さん、こ

んにちは。ただいま、ご紹介いただき

ました。今年度、ガバナーを務めさせ

ていただきます二十二と申します。本

日は 2度目の公式訪問にお呼びいた

だきまして、誠にありがとうございま

す。また、本日は肝吸い付きの高級うなぎということで、と

ても美味しくいただきました。お返しに、熱意を持って一生

懸命お話させていただきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願い致します。2 度目の公式訪問ということで、少し

前回と重なるお話もあるかと思いますが、恐れ入りますが、

お聞きいただければと思います。                        

趣味はロータリーと山歩きというお話をさせていただきま

した。しかし、コロナとその後のロータリーのガバナーという

役職を頂戴してから、なかなか山歩きができないというお

話をさせていただいたかと思うんですが、先般 6 月にカル

ガリーの国際大会に参加してまいりました。国際大会の合

間を縫って、一緒に行った仲間とカナディアンロッキーの

湖、氷河を散策してまいりました。やっぱりロータリアンと

一緒に行くと、ロータリーの友情も深まりますし、普段でき

ない山歩きを楽しむことができました。またとてもいい機会

をいただきましたので、ちょっとご披露させていただきまし

た。 

以前、ロータリーモーメントということで、インターラクトの

海外研修の話をさせていただいたかと思います。それが

縁で台湾 3470 地区の皆さんと、長年にわたり友情を深め

合えたということで、今年の 4 月には 3470 地区と当 2550



 

 

地区で友好地区を締結する覚書の署名式に行ってまいり

ました。今年の 9 月には、宇都宮で地区大会が開催され

る予定ですが、その時に本締結式を行うことになっており

ます。 

斗六ロータリーさんと友好クラブとしての締結があるかと

思います。3470 地区で昨年、国際大会にお伺いした際に、

斗六の方ともご挨拶をさせていただきましたし、石田さん

の同期のＳｕｐｌａさんともご挨拶をさせていただきました。

ぜひ 9 月の地区大会には、真岡ロータリークラブの皆さん

のご参加をお待ちしております。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

ちなみにＳｕｐｌａさんは都合でお見えになれないのです

が、ガバナーご夫妻、ガバナーエレクトご夫妻がお見えに

なる予定ですので、よろしくお願い致します。 

今年度の RI 会長は、イタリアのフランチェスコ・アレッツ

ォさんです。前回来た時と顔が違うと思われる方が多いと

思いますが、実は、前回お話しさせていただきましたマリ

オ会長が、今年の 6 月 8 日に一身上の都合により辞任さ

れたんです。就任 20 日後に退任されたのですが、幸い、

RI 理事会の迅速な対応のおかげをもちまして、6 月 18 日

にはフランチェスコさんが会長として承認されました。 

RI 会長のメッセージと方針につきましては、前回の時に

少しお話させていただきましたが、RI会長エレクトがそのメ

ッセージと方針を発表します。その中身については、現会

長、エレクトの新旧会長の世代を超えて検討して発表する

ということで、テーマやメッセージという言葉が変わることは

ありません。従いまして、RI 会長はフランチェスコさんと変

わりましたが、メッセージとその方針については変わらない

ということでございますので、よろしくお願い致します。 

 

先ほどご紹介したフランチェスコ会長は、カルガリーの国

際大会でメッセージと方針を再度発表されました。その中

身は、マリオ会長のものを踏襲するというものでした。強調

されていたのは三点、一つは会員増強です。ロータリーの

最大の財産は、その歴史でもプロジェクトでも、比類のな

い世界的広がりでもありません。ロータリーの最大の財産

は会員ですということを再度強調されました。 

 

二つ目は、ポリオ根絶です。ロータリーがポリオ根絶で勝

ってきた歴史は、私たちに貴重な教訓を与えてくれます。

ポリオ根絶まであと少しですが、ロータリーはポリオ根絶を

諦めることは絶対しません。ポリオが根絶するまで次の目

標は立てないということを強く強調されていました。先ほど

ご案内の当地区大会には、28 日の本会議に尾身先生に

基調講演をしていただく予定です。尾身先生は WHO の

アジア支局長をされた方で、本業とロータリーを結びつけ

た方です。ぜひ、尾身先生のお話も聞いていただければ

と思います。 

また、10 月 24 日の世界ポリオデイの時に、各グループ

でポリオ根絶のセレモニーを行っていただきたいと強く希

望いたしております。篠崎アシスタントガバナーのご指導

のもと、ぜひグループでまとまってポリオ根絶のための活

動をしていただければと思います。 

三つ目は平和です。平和と

いいますと壮大なテーマに聞

こえますが、フランチェスコ会

長は分断されがちな世界にお

いて、平和を作るのは今の若

い人たちだと強調されておりました。青少年交換や財団、

小学生、平和フェローなど、さまざまな学生がグローバル

な感覚を定着しながら成長しております。その人たちが民

間レベルの世界平和に寄与していくことが求められていま

すので、青少年への人材育成の活動もぜひクラブの重点

項目としてお願いしたいということでございました。 

メッセージは、良いことのために手を取り合おう。私たち

は、世界の変化が起こるのを待つのではなく、自ら変化を

起こしますというメッセージでございます。ぜひ、このメッセ

ージのもと、一年間活動していただければと思います。 

それでは、引き続きまして地区の方針について少しお

話させていただきます。地区のメッセージは全般、前回お

話しさせていただきました「ロータリーは人を作り友情を育

む」というキーメッセージでございます。私自身、この言葉

を胸に、一年間成長、情熱を持って努めてまいりますので、

皆様もご協力よろしくお願い致します。 

行動指針としまして、ロータリー運動の目的は人を作り

友情を育むことだと思います。ともに行動してロータリーを

楽しむことで友情を育み、自分自身の成長につなげてい

ただければと思います。そのために今一度、ロータリーの

目的およびビジョンを胸に残していただき、一年間行動に

結びつけていただきたいと思います。 



 

 

ロータリーのビジョンは、また前回お話ししましたが、私

たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分自

身の中で、持続可能な良い変化を生むために人々が手を

取り合って行動する世界を目指します。これがロータリー

の描く未来ビジョンでございます。このビジョンを実現する

ためには計画が必要であります。その計画がロータリーの

行動計画、いわゆる行動指針といってもいいかと思います。 

その行動指針の重点項目は、四つ、大きなインパクトを

もたらす、参加者の基盤を広める、参加者の積極的な関

わりを促す、適応力を高めるです。この四つが重点項目

です。このビジョン実現のために、ロータリーの目的を心に

決め、一年間行動していただければと思います。 

ロータリーの行動計画、四つの重点事項については、

さまざまな方法があると思います。これを実現するのには、

国際ロータリーでは、ロータリーの行動計画に関わる解説、

それに伴う戦略計画の立案、ガイド、またクラブの健康度

をチェックするためのツールなど、さまざまなものが用意さ

れております。会長、幹事はもちろん、各委員会の皆さん

もこれらをご利用いただき、ロータリーのビジョン実現のた

めにご協力をお願い致します。 

また、こういった物的リソースもございますが、一番のリソ

ースはガバナー補佐でございます。ガバナー補佐にいろ

いろとアドバイスをいただきながら、そしてガバナー補佐の

後ろには各地域のコーディネーターがいらっしゃいます。

どんなことでも結構ですので、何かありましたら、ガバナー

補佐または私にご相談いただければと思います。 

地区の詳細目標については、先ほどの四つの重点項

目に沿って、それぞれ詳細な目標を挙げさせていただき

ましたが、これはあくまでも一つの例でございます。五年

後、十年後の真岡ロータリークラブさんのビジョンを描いて

いただき、そのビジョン達成のために行動計画の重点部

門から自分のクラブに合った方法で目標を設定していた

だき、行動していただければと思います。 

参加者の基盤を広めるということでは、仲間を増やしま

しょうというのが主旨でございます。そのために多くのこと

をお考えいただき、実行に移していただきたいと思います。

より大きなインパクトをもたらすためにも、ポリオ根絶まであ

と一歩を在野の活動を支援し、参加者の基盤を広めるイ

ンパクトのある活動をしていただきたいと思います。 

また、未来への投資として、青少年奉仕やロータリー財

団、小学生、米山記念奨学生など各プログラムへのご支

援もお願いしたいと思っております。適応力を高めるため、

目まぐるしく変わっていく世界の中で、やっぱりロータリー

も変わっていかなければならないでしょうし、ロータリアンも

変わっていかなければならないと思っております。 

クラブセントラルやラーニングセンターを活用するのと同

時に、ロータリーを知り、変化に適応するために、各種情

報リソースを積極的に活用いただければと思います。最後

に、参加者の積極的な関わりを促すことですが、奉仕活

動はロータリアンだけが単独で行うものもございますが、地

域社会やロータリアン以外の方たちとのパートナーとして、

さまざまな持続可能な奉仕活動にチャレンジしていただけ

ればと思っております。そして皆さんのクラブがますます元

気なクラブ、地域社会が明るいものとなるように手を取り合

って行動していただければと思います。 

最後になりますが、五年後、十年後に自分たちのクラブ

がどうなりたいのか、どうなっていたいのか、皆さんで夢を

語り合い、ビジョンを持っていただき行動計画を立案して

いただければと思っております。 

最後に、二つほどお願いでございます。先ほど申し上

げました地区大会、9 月 28 日が本会議でございます。ぜ

ひ多くの皆様にご参加いただければと思っております。 

二つ目、今年度の国際大会は台湾台北で開催されます。

6 月の 13 日から 17 日までの開催期間となっております。

会場の隣町に住んでいらっしゃいますので、ぜひご参加

いただいて、楽しいところ、良いところをたくさん考えてい

ただければと思います。地区ナイトは開会式の前日の 14

日の夕方、台北市内で開催予定でございます。百人以上

のキャパを取ってありますので、皆さん全員出られても入

れるキャパがありますので、ぜひ積極的なご参加をよろし

くお願い致します。 

 

■質疑応答 

沼田 雄一 君 

本日は、貴重なお時間をいただきありがとうございます。

私は今年の 2月に入会しました。ロータリーの活動につい

て学んでいる最中です。現在まで例会に必ず出席するこ

とと、所属する委員会の仕事を先輩から学ぶことを意識し

て行動しております。そこで質問です。ガバナーが考える

「ロータリーの人を作り、友情を育む」という指針について、



 

 

新入会員である私が日々のロータリー活動の中で意識す

べきことや、友情を育むために積極的に取り組むべきこと

は何でしょうか。ご教授いただけますと幸いです。よろしく

お願い致します。 

二十二 修 ガバナー 

はい、まずは入会おめでとうございます。ぜひ、楽しん

でいただければと思います。今のご質問ですが、何もする

ことはありません。ロータリーはそのように仕組まれており

ます。奉仕の理念を身にまといながら、積極的に例会に参

加し、効果的な奉仕活動に仲間と一緒に参加し、志を共

にする仲間と共に自然に友情も深まりますし、その奉仕活

動の結果として自分自身の人生も豊かになりますし、人間

としての成長もできると思います。 

石田パストガバナーさんがそうだと思うんですが、ロータ

リアンは中核的価値観を大事にする人たちです。その中

に多様性と高潔性ということがございます。ロータリアンは

多様性を持っていますが、非常に高潔な人が集まります。

ロータリアンでないロータリークラブの会員も若干いないわ

けではないですが、ロータリアンはそのような高潔な考え

を持っています。そういう方たちと積極的に例会で話し合

い、思いを語り合い、そして一つの同じテーマに向かっ

て、ともに奉仕活動を行うことによって、結果として友情が

生まれ、自分自身の成長につながるというロータリーの仕

組まれたシナリオがありますので、ぜひそれを楽しんでい

ただければと思います 

 

 

 

 

 

 

■出席報告   細島 浩治 君 

■次回のプログラム 

８月２１日(木)１８時００分より 於：フォーシーズン静風 

納涼家族例会 

■スマイルボックス（８月７日現在） 

 

 

前回までのスマイル繰越金 167,000 

会員 23,000 

ビジター 17,000 

本日のスマイル合計 40,000 

スマイル今期累計 207,000 

前回までの米山繰越金 0 

本日の米山 0 

米山今期累計 3,190 

■月間予定出席者 

在籍 45 名 出席免除者  1 名（有資格者 1 名 + 有理由者 名） 

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率（％） 

補正後 月   日        

本日 8 月 7 日 44 1 - 35 0 8  81.82 

■月間出席率（％） ※例会欠席は前日 15：00 までに必ず事務局までお知らせください。 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

80.24            

※例会欠席は前日 15：00 までに必ず事務局（TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510）までお知らせください。 


